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1 序論と方法 
土石流等が発生した渓流では、恒久施設が設置さ

れるまで、人命や工事の安全を確保するため、応急対

策施設が設置される。これまで応急対策施設によっ

て、流下してきた土砂を捕捉した事例や、施設の一部

が損傷しながらも一定の効果が発現した事例も存在

する。応急対策施設の損傷を防止し、施設効果を高め

るためには、これまでの応急対策施設の効果発現、損

傷の状況を整理、分析していく必要がある。 
本研究では、応急対策施設のうち、土砂流出を受け

た柔構造物（13 事例）、ブロック堰堤（21 事例）につ

いて、設計成果、土砂流出後の写真を収集し、効果発

現や損傷の状況を整理した。このうち、損傷が認めら

れた事例（表 1）のうち、基礎地盤やブロックの流失

の要因を分析し、設置時の留意点を検討した。 
 

表 1 損傷事例数 

2 結果と考察 
2.1 柔構造物の基礎地盤流失の事例 

写真 1 のとおり、河道の中央部にあたる柔構造物

の基礎地盤が流失した。本柔構造物が土砂流出の発

生した渓流で設置されており、また残存する土砂（写

真 1 上）の粒径が小さいと推定できることから、流

失した基礎地盤が以前の土砂流出時に渓流内に残存

し、流失しやすいものであったと考えられる。応急対

策施設については、設置箇所が限定されることから、

渓流に残存する土砂上に設置せざるを得ない場合も

想定される。ゆえに、柔構造物の基礎地盤流失対策が

必要であると考えらえる。 
2.2 ブロック堰堤の非越流部の基礎地盤流失の事例 

ブロック堰堤の非越流部にて、平時や土砂流出時

に基礎地盤が流失する事例が認められた（写真 2、3）。
ブロック堰堤の越流部の基礎処理については、図 1
のとおり基礎コンクリートやソイルセメントの敷設

または最下段ブロックの根入れが行われている。一

方で、非越流部では、ブロックを設置する際には、現

況の渓岸地形に対し整形程度の掘削を行い（図 1）、
ブロックと基礎地盤の隙間については間詰や埋戻し

がなされてきた。ゆえに、平時や土砂流出時の流水が

その隙間を通過する際に、基礎地盤が浸食され、流失

したものと考えられる。以上のことから、非越流部に

ついても、越流部と同様に、基礎地盤の流失対策が必

要であると考えられる。 
2.3 ブロック堰堤のブロック流失の事例 

ブロックが流失したブロック堰堤では、残存する

ブロックの間に土砂や流木が存在し、一部のブロッ

クでは前傾している状況が確認された（写真 4）。本

ブロック堰堤のブロックが流失した要因の一つとし

て、土砂流出時に土砂や流木が上流側のブロックの

間から入り込んだことが挙げられる。このため、上下

のブロック同士が互いにかみ合わなくなり、ブロッ

クが不安定化し、流失したものと考えられる。一方

で、ブロック同士を金具で連結していた事例（写真 5）
では、右渓岸の基礎地盤が流失し、ブロック堰堤の非

越流部が渓岸方向に傾倒しているものの、ブロック

自体の流失は認められず、ブロック堰堤が概ね施工

時状態を維持していた。ブロックの流失防止として、

ブロック同士を連結させることが考えられる。 
3 結論 
 本研究の結論は以下のとおりである。 
・柔構造物の基礎地盤の流失対策が必要である。 
・ブロック堰堤の非越流部についても、越流部と同

様に、基礎地盤の流失対策が必要である。 
・ブロックの流失防止として、ブロック同士を連結

させるといった対策が必要である。 
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小計 破壊※1 流失※2

柔構造物 5 4 1

ブロック堰堤 8 4 4

損傷事例

※1　施設構造が壊れること。一部事例で流失が複合発生。

※2　施設の部材や基礎地盤が流れ失われること。
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写真 5 ブロックの連結事例 

図 1 ブロック堰堤の配置図 
写真 1 柔構造物の基礎地盤流失の事例 

写真 4 ブロック流失の事例 写真 2 非越流部の基礎地盤流失の事例（平時） 

写真 3 非越流部の基礎地盤流失の事例
（土砂流出時） 
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